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本年 6月に，厚生労働省(以下，厚労省)は健康寿命を男性が 70.42歳，女性が

73.62歳であると発表しましたが，平均寿命は男性が 79.55歳，女性が 86.30歳

であり，団塊の世代も今年から高齢者の仲間入りをしますので，この健康寿命を

こころのケアの充実と地域の再生により延長させることができるかに国の存亡が

かかっております。このために厚生労働大臣は本年 3月に従来の 4疾病に精神

疾患を加えて，医療法に基づく医療計画を策定する方針を決定し，各都道府県は

2013年度実施に向けてその策定を急いでおります。

今月号の特集はまさにこの精神疾患の地域医療計画策定であり，医療計画の厚

労省通知内容の作成に直接あたられた担当官からは財政的な基盤も含めた医療計

画について解説いただき，また，厚労科研事業でレセプトデータを基に Nation-

al Databaseを作成しておられる先生方からはその活用法を解説いただきまし

た。一方，医療計画策定に直接参加しておられる先生からはこの厚労省通知を医

療の側でどう読み解き，医療計画策定過程での各機関，団体，職能間の合意形成

のための協議の場をどう設定するかを指摘していただき，また，先行しているが

んの医療計画についても，がん対策基本法の推進基本計画の 5年ごとの見直し

が医療法に基づく医療計画に反映される様子を明確にしていただくとともに，行

政の講ずる施策が現場の実情に沿ったものとなるように，臨床にあるものが一致

して提言していく責務についてもご指摘いただきました。今後，実態調査や改革

の進捗状況評価を繰り返しながら，医療計画を 5年ごとに見直し，必要な改革

を地域ごとに確実に進めることで，精神科医療改革の道筋が見えてきており，わ

が国の精神医学界が精神科医療の在り方を論じつつ，行き詰まっていた数年の間

に，現実のほうでは改革の歯車が銀河の動きのように確実に動いているといえま

す。

巻頭言では国際的なアンチスティグマ運動について詳述していただきました。来

年，東京で開催される国際会議が楽しみでありますが，精神科医療改革が進み，

精神疾患の病因が解明されることがアンチスティグマの一番有力な手段であると

考えております。その他，研究と報告欄などには貴重な 1例報告が多数掲載さ

れており，特に高齢者の器質的障害を基盤とする精神症状の診断と治療法につい

ての話題が満載されており，臨床にすぐ役立つものであると確信いたします。

列島全体が居座り残暑に辟易させられましたが，それでも季節は巡り，もうす

ぐ紅葉のたよりも聞かれるようになります。この季節の変わり目，皆様くれぐれ

もご自愛下さい。 (M.M.)
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